
表彰区分

部門 工種

知事表彰

甲斐浩一郎

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 浜田作木線 邑南工区 災害防除工事

土木部門 道路 受注者名 （株）オーサン 主任技術者

工 事 概 要

工事延長　L=353m
落石防止網工　A=3330m2
吹付枠工　L=167m
落石防護柵　L=19m



表彰区分

部門 工種

知事表彰

塩田　康二

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 川本波多線 竹工区 改築工事

土木部門 道路 受注者名 大五建設（有） 主任技術者

工 事 概 要

工事延長　L=76.7m
落石防止網工　A=360m2
落石防護柵工　L=30m
落石防護柵工（高エネルギータイプ）　L=18m



表彰区分

部門 工種

知事表彰

三宅　健

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 黒坊川外河川災害復旧工事

土木部門 河川 受注者名 （有）町田土建 主任技術者

3災1941号 3災1942号

3災2089号 3災2090号

工 事 概 要

3災1941号　　工事延長　L=14.0m
             環境保全型ブロック　A=45m2
3災1942号 　 工事延長　L=10.0m
             環境保全型ブロック　A=43m2
3災2089号　　工事延長　L=15.0m
             環境保全型ブロック　A=34m2
3災2090号　　工事延長　L=10.2m
             環境保全型ブロック　A=25m2



表彰区分

部門 工種

知事表彰

岡田　忠文

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 令和３年度 千原温泉地区 山腹工事　

農林水産部門 森林土木 受注者名 平成建設（有） 主任技術者

工 事 概 要

山腹工　０．４１ha
現場吹付法枠工　Ａ＝２２０．４m2（法枠長Ｌ＝２５８．１ｍ）
転石整理工　Ｖ＝０．７m3
落石防護柵工（斜面設置型）　Ｌ＝１９．０ｍ
落石防護柵工（ストンガード）　Ｌ＝２０．０ｍ
落石防護網工　Ａ＝４２．０m2
水路工　Ｌ＝２１．０ｍ
附帯水路工　Ｌ＝８．０ｍ



表彰区分

部門 工種

所長表彰

福間 武穂

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 川本波多線 川本大橋 橋梁修繕工事

土木部門 道路 受注者名 （株）江ノ川開発 主任技術者

工 事 概 要

橋梁修繕
　伸縮装置取替工　L=42m
　塗装塗替工　A=140m2
　断面修復工　N=１構造物



表彰区分

部門 工種

所長表彰

藤田　勝志

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 国道３７５号 粕渕工区 改築工事 第２期

土木部門 道路 受注者名 置名土木（有） 主任技術者

工 事 概 要

工事延長　　　　　　　　　L=345m
掘削工　　　　　　　　　　V=2320m3
側溝工　　　　　　　　　　L=90m
コンクリートブロック積工　A=293m2
薄層カラー舗装工　　　　　A=334m2



表彰区分

部門 工種

所長表彰

中原　浩行

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 国道３７５号 湯抱２工区 改築工事 第３期　

土木部門 道路 受注者名 邑東建設（有） 主任技術者

工 事 概 要
工事延長　L=112.1m
帯鋼補強土壁工　A=316m2
側溝工　L=26.5m



表彰区分

部門 工種

所長表彰

渡邊　武吉

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 浜田作木線 吉原工区 改築工事

土木部門 道路 受注者名 （株）溝辺組 監理技術者

工 事 概 要

施工延長　L=277.0m
　 掘削工　V=1130m3
　 側溝工　L=399m
　 法枠工　L=1346m
　 ロープ伏工　A=140m2
　 落石防護網工　A=953m2



表彰区分

部門 工種

所長表彰

森野原成博

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 国道２６１号 断魚トンネル  非常用設備工事

土木部門 道路 受注者名 島根電工（株） 主任技術者

工 事 概 要
工事延長　L=1133m
　トンネル非常用設備更新　N=１式



表彰区分

部門 工種

所長表彰

的場直樹

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 市木井原線 鈩山橋 橋梁耐震工事　

土木部門 道路 受注者名 （有）福井建設 主任技術者

工 事 概 要

工事延長（橋長）　L=92.0m
橋梁耐震補強工　N=1橋
　落橋防止構造工　N=1式
　水平力分担構造工　N=1式



表彰区分

部門 工種

所長表彰

松嶋　卓美

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 矢谷川 河川維持修繕工事

土木部門 河川 受注者名 （株）小畑建設 主任技術者

工 事 概 要
大型土のう設置　　N=1598袋
締切盛土　　　　　　V=470m3
パラペット　　　　　　L=118m



表彰区分

部門 工種

所長表彰

驛　翔次

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 農村地域防災減災事業 和田地区 落石対策 その１ 工事

農林水産部門 農業土木 受注者名 （株）オーサン 主任技術者

工 事 概 要 高エネルギー吸収型落石防護柵工　L=87m



表彰区分

部門 工種

所長表彰

竹内　眞文

事務所名 県央県土整備事務所 工事名 林業専用道開設事業 岩屋徳前線 その２ 道路工事

農林水産部門 森林土木 受注者名 （有）町田土建 主任技術者

工 事 概 要

道路開設　　　L=143.1m
掘削工　　　　V=180m3
盛土工　　　　V=711m3
カルバート工　L=20m



 

 

 

 

 

業務概要 … 業務の特性と課題 取り組み① … 業務執行能力の強化 

本業務は、島根県土木部が策定した「落石に係る道路防災計画【令和 2 年度改訂版】（令和 2 年 12 月」に基づき、道路防災カルテを

用いて、下記 8 路線、168 箇所の落石・崩壊危険箇所を点検したものであり、変状の累積傾向を的確に把握することで、計画的・効果

的な対策に繋げ、落石等災害発生を未然に防ぐことを目的とする。 

【対象路線】 

①国道 375 号   ②（主）川本波多線 

③（主）邑南飯南線 ④（一）美郷飯南線 

⑤（一）美郷大森線 ⑥（一）別府川本線 

⑦（一）邑南美郷線 ⑧（一）川本美郷線 

【業務特性】 

  点検対象が山腹斜面に無数に分布 

  積雪など天候の影響が大きい 

  期間中発生する落石を緊急対応する 

【課   題】  

  高スキル人材＋臨機のマンパワー確保 

  蓄積され肥大化するデータへの対応 

業務執行能力（特に緊急対応力）を担保するため、人材育成による体制強化に取り組んだ。 

外業班 ： 点検技術者チーム                                     

  専門技術者（技術士-地質、河川砂防、総合技術監理）を筆頭として、 

点検技術の保有者の、「道路防災点検技術講習会受講者」を社内に 10 名確保 

  山岳斜面の高所作業に備え、 

「フルハーネス型墜落制止用器具特別教育」を受講し安全スキル強化 

 

内業班 ： とりまとめのエキスパート                                

  業務プロセスを独自チェックリストにより管理し、効率化推進 

  統一的とりまとめルールによる、評価の首尾一貫性を確保 

  グループウェアを活用した携帯端末へのデータ転送による 

現場作業チームのリアルタイム後方支援 

取り組み② … 汎用デジタル技術によるカルテ DX 化の提案、実装 取り組み③ … 将来の利活用を見据えたデータ運用の提案 

防災カルテ様式に箇所毎の座標位置を表示するグーグルマップへリンクした QR コードの追加を提案した。 

多くの人々に汎用されるスマートフォン等と QR コード技術により、カルテの利便性を向上させる、現場目線の工夫である。 

点検箇所が初見の場合や緊急時の迅速な位置特定における有用性が評価され、実装に至った。 

 

本県の点検箇所は、斜面カルテ作成から数年経過し、その間に複数回の点検を経て変状の累積データの蓄積が

進みつつある。近年は、肥大化する点検データを如何に効果的に運用するかを模索すべき、新たな局面にさしか

かっている。 

当社は、発注者と協調しつつ、運用ルールづくりに向けた提案を行った。 

  経時的な不安定化の累積パターンを分類し、対策の優先順位の指標としての活用を提案（表-1） 

  点検毎に増大する記録画像データを極力抑制する整理のルールを提案（図-1） 

  対策工事により安全となった箇所について、点検の簡素化を提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1                                図-1  

 

グーグルマップ用 QR コード 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査ボーリング孔においてパイプ歪計観測および地下水位観測を行ったが、観測期間中に有義な変動傾向は認められなかっ

た。そこで、地下水位観測結果から得られた水位変動特性を分析し(図－１)、過去の豪雨履歴における最高水位を推定した(図

－２）。この推定過去最高水位を用いて安定解析を行い、斜面に認められる変状レベルと符合するすべり面を決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   調査ボーリングの結果、地山の浅層部は風化が進行して脆弱化して多方向に亀裂が発達していることが分かった。鉄筋挿入工

の削孔方法は経験的には「二重管削孔」が望ましいと考えられるが、一方でその明確な選定基準がない。そこで、報告書では次

のようにとりまとめる方針とし、施工時における削孔方法の円滑な変更対応に配慮した。 
 
◆工法検討の経済性比較では「単管削孔」で工事費を比較するが、参考比較として「二重管削孔」の場合の工事費比較

を併記し、経済性が逆転しないことを確認した。 

◆工事発注時の特記仕様書に「試験施工を行い、孔壁が自立しない場合は二重管削孔に変更する」旨を明記することを

提案し、設計図面にも「施工時の留意事項」にこの旨を明記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）すべり面の決定に係る過年度豪雨データからの最高水位の推定 

（２）鉄筋挿入工の削孔方法および選定方針の提案

対策工法の比較検討表

図－１ 観測期間中における地下水位の変動特性

図－２ 分析結果から求めた過去最高水位

業務概要

本業務の課題およびその対応 

発注者 ： 県央県土整備事務所 

受託者 ：  

業務期間 ： 令和４年３月～令和５年２月 

業務場所 ： 邑智郡川本町大字南佐木地内 

業務の目的 ： 本業務は、過年度の道路法面等構造物点検で「岩盤すべりの兆候(法尻側溝の傾倒)」が認められた切土法面において、
測量・調査・法面構造物設計を行ったものである。 
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知事・所長等

部門 工種

所長表彰

知野見　浩二

事務所名 西部県民センター（県央） 工事名 邇摩高等学校長寿命化（寄宿舎内部改修　建築）工事

建築 建築 受注者名 株式会社堀工務店 監理技術者



知事・所長等

部門 工種

所長表彰

小泉　政志

事務所名 西部県民センター（県央） 工事名 矢上高等学校第２農場堆肥舎建設工事

建築 建築 受注者名 石見工業株式会社 主任技術者



知事・所長等

部門 工種

所長表彰

児玉　達典

事務所名 西部県民センター（県央） 工事名 邇摩高等学校長寿命化（寄宿舎内部改修　機械設備）工事

建築 設備 受注者名 イマックス株式会社 主任技術者


